
キラキラの新 1年生キラキラの新 1年生
４月７日、市内の小学校で入学式が行われまし４月７日、市内の小学校で入学式が行われまし
た。初めての教室、自分の席で、先生の呼びかた。初めての教室、自分の席で、先生の呼びか
けへ元気にお返事をしていました。けへ元気にお返事をしていました。

（玉造小学校）（玉造小学校）
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あ
ら
ま
し

◆第１回（１月）臨時会は、1 月 30 日に開催され、報告１件、補正予算を含む議案３
件が市長から提出されました。審査の結果、原案のとおり可決・承認されました。

◆第１回（３月）定例会は、2 月 19 日から３月 19 日までの 29 日間にわたり開催され、
令和８年度予算をはじめ、条例の改正や補正予算など 22 件が市長から提出されまし
た。また、一般質問では８名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

臨時会及び定例会の審査の経過・結果については、次ページ以降をご覧ください。

第
１
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

２
月
19
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
24
日（
火
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
26
日（
木
）【
本
会
議
】一
般
質
問

３
月
２
日（
月
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
３
日（
火
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
４
日（
水
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
６
日（
金
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
９
日（
月
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
11
日（
水
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
12
日（
木
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
13
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
19
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

第１回定例会　令和８年度施政方針及び提案理由の説明 （一部抜粋）

令和8年 第１回臨時会・第１回定例会第１回臨時会・第１回定例会

第
１
回
臨
時
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
10
ペ
ー
ジ

１
月
30
日（
金
）

【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
会
期
の
決
定

　
　
　
　
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
議
案
の
上
程

　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑

　
　
　
　
委
員
会
付
託

【
経
済
建
設
委
員
会
】

　
　
　
　
付
託
案
件
の
審
査

【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】

　
　
　
　
付
託
案
件
の
審
査

【
本
会
議
】委
員
長
報
告
、
質
疑

　
　
　
　
討
論
、
採
決

　
　
　
　
閉
会

　令和８年度の重点施策として、７つの取組を行います。１「安心の地域医療体制の再構築」健康・福祉
のまち、２「徹底した教育・子育て環境の整備」子育てに投資するまち、３「過疎抑止につながる地域経
済の活性化」産業・農業を支えるまち、４「誰もが輝き、ともに生きる社会」共生・多様性が息づくまち、
５「にぎわいと自然が調和する」観光・共生のまち、６「市民の命と暮らしを守る防災・減災」災害に強
いまち、７「快適で暮らしやすいまち」交通・行政のデジタル化の強化や市民サービス向上に向けた７つ
の取組です。将来の予測が難しい今日、まちづくりは挑戦の連続です。私たちは、日々新たな課題と向き
合い、今の暮らしをよりよく、そしてよりよい
未来につなげていくために挑戦を続けていかな
ければなりません。私は、市民の皆様お一人お
一人の声を大切にし、共に課題を解決しながら、
住み続けたいと思えるまちづくりの実現に向け、
全力で取り組んでまいります。
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審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は９ページをご参照ください。

令和８年第１回行方市議会定例会 付託案件の審査

　
行
方
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
行
方
市

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

特
別
給
の
改
定
、通
勤
手
当
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

昇
給
基
準
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

　
人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
市
で
改
正
す
る
理
由
又

は
目
的
に
つ
い
て

　
人
事
院
の
調
査
に
お
い
て
、
民
間
企
業
の
55
歳

以
上
の
昇
給
は
停
止
し
て
い
る
所
が
多
い
事
か

ら
、
国
家
公
務
員
も
55
歳
以
上
の
昇
給
停
止
を
勧

告
さ
れ
、
地
方
公
務
員
も
こ
れ
に
準
じ
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
強
制
力
は
無
い
と
思
う
が
、
行

方
市
の
今
ま
で
の
対
応
は

　
基
本
的
に
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
行
方
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
行
方
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
特
別
給
改
定
を
行
う
こ
と
に

伴
い
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

　
現
行
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
が
均
等
で
な
い

理
由
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
は
同
じ
月
数
で
す
が
、
前
回
の
改
正

時
に
、
実
務
上
の
理
由
に
よ
り
不
均
等
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
、
そ
れ
を
是
正
し
均
等
化

す
る
た
め
の
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
行
方
市
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創

出
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
及
び
行
方
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
開
通
予
定
の
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線
行
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
至
近
に
位
置
す
る
北
浦

複
合
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
強
力
に
促
進
さ
せ
る
た

め
、
同
団
地
内
に
お
い
て
事
務
所
等
を
新
増
設
し
た

場
合
の
当
該
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
期
間
を
従
前

の
３
年
度
分
か
ら
５
年
度
分
に
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
は

　
行
方
市
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の

創
出
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
で
の
適
用
は
、
８
社
。
行
方
市
過
疎
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
で
の
適
用
は
、
１
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
業
種
の
取
得
価
格
要
件
は
ど
の
よ
う
に
決

め
た
の
か

　
本
市
が
独
自
に
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
上

位
法
に
基
づ
い
た
要
件
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会
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行
方
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る
保
険
料
の
収
入

不
足
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
と
し
て
、
介
護
保
険
法
施

行
令
（
平
成
10
年
政
令
第
４
１
２
号
）
が
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８
年
度
の
保
険
料
率
の

算
定
に
関
す
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
及
び
基
準
の

特
例
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

　
想
定
金
額
は
ど
の
く
ら
い
か

　
こ
の
改
正
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
金
額
は
、
厚

生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
保
険
料
収
入
の
１
％
程

度
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
令
和
６
年
度
保
険
料

収
入
で
試
算
す
る
と
、
８
０
３
万
３
千
２
４
円
の

減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
行
方
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

７
年
法
律
第
46
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
引
用
す
る
条

項
を
整
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
条
例
改
正
を
し
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
不
都

合
が
起
こ
る
の
か

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
実
務
上
の
混
乱
を
防
ぎ

運
用
の
明
確
化
を
図
れ
ま
す
。
改
正
を
し
な
い
場

合
、
印
鑑
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
市
民
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

教
育
厚
生

員
委

会

　
行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
基
礎
賦
課
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
及

び
介
護
納
付
金
課
税
額
に
、
新
た
に
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
」
を
加
え
る
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令（
昭
和
33
年
政
令
第
３
２
６
号
）

の
一
部
改
正
に
基
づ
く
、
保
険
税
負
担
の
公
平
性
の

確
保
及
び
中
低
所
得
者
層
の
負
担
に
配
慮
し
た
国
民

健
康
保
険
税
を
可
能
と
す
る
た
め
の
課
税
限
度
額
の

見
直
し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の
対
象
と
な
る

範
囲
の
拡
大
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
基
準
は
県
内
で
統
一

性
が
あ
る
の
か

　
新
た
に
加
え
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
課
税
額
」
は
、
国
に
よ
る
統
一
し
た
形
で
の
改

正
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
ご
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
行
方
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
関
連
法
令
の
改
正

に
伴
い
、
医
療
福
祉
費
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

印鑑証明書も発行できるマルチコピー機
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行
方
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
融
資
保
証
あ
っ
せ
ん
期
間
の
最
長
限
度
を
７
年
間

か
ら
10
年
間
へ
と
延
長
し
、
中
小
企
業
者
の
資
金
繰

り
安
定
に
資
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
市
内
の
対
象
事
業
者
数
及
び
今
ま
で
の
実
績
に

つ
い
て

　
市
内
の
商
工
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
事
業
者
数

は
、
１
３
１
４
事
業
所
で
す
。
融
資
あ
っ
せ
ん
実

績
は
、
令
和
４
年
度
28
件
１
億
５
７
１
０
万
円
、

令
和
５
年
度
28
件
１
億
６
１
４
５
万
円
、
令
和
６

年
度
29
件
１
億
９
０
１
０
万
円
、
令
和
７
年
12
月

末
現
在
12
件
１
億
１
２
７
０
万
円
で
す
。

　
融
資
保
証
あ
っ
せ
ん
期
間
の
最
長
期
限
を
延
長

す
る
理
由
は

　
国
や
県
が
創
出
す
る
融
資
制
度
、
具
体
的
に
は

経
営
力
強
化
保
証
や
協
調
支
援
型
特
別
保
証
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
融
資
な
ど
の
返
済
期
間
が
10
年
と
設

定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
市
町
村
が
推
進
す
る
自
治

金
融
制
度
等
に
つ
い
て
も
、
中
小
企
業
の
利
便
性

を
図
る
観
点
か
ら
改
正
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設

員
委

会

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※ 　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単
に分かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。
本会議の内容を知りたい

「行方市議会　会議録検索システム」

　本会議の内容は、なめがたエ
リアテレビや、インターネット
録画中継でもご覧になれますが、
会議の公式記録は会議録となり
ます。会議録は、インターネッ
トにて全文を確認できます。
　市議会ホームページで「会議
録」を選択してください。
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予
算
決
算

任
常

委

予 算 編 成 概の 要
　令和 8 年度の一般会計予算については、社会保障関係費、扶
助費、人件費の増加や物価高への対応、公共施設等の老朽化へ
の対応等、全国的な課題に対応しつつ、本市の重点課題である
通学路や幹線道路整備、東関東自動車道の行方ＰＡ（仮称）に
隣接する地域振興施設整備等について、合併特例債や過疎対策
事業債、基金などを活用しながら推進するとともに、麻生衛生
センター改修工事など大規模な公共構造物の整備更新費用及び
物価高に伴う光熱水費などの経常経費の増加による予算の確保
を行いました。

209億３千万円
令和８年度一般会計予算は

【前年度比3.7％増】

　

提
出
さ
れ
た
各
計
画
（
新
市
建
設
計
画
、
行
方

市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
）の
変
更
に
つ
い
て
、

各
会
計
の
補
正
予
算
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予

算
、
各
特
別
会
計
予
算
及
び
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
審
査
経
緯
を
掲
載
し
ま
す
。

あ 
ら 
ま 

し

歳入 歳出
区分 本年度予算額 前年度比（％）

自
主
財
源
（
36
・
９
％
）

市税 43 億 4,997 万 7 千円 4.4

分担金・負担金 211 万 1 千円 △ 91.3

使用料・手数料 1 億 1,917 万 1 千円 △ 8.2

財産収入 1 億 320 万 6 千円 31.6

寄附金 8 億 110 万円 △ 20.0

繰入金 18 億 8,978 万 6 千円 △ 14.7

繰越金 2 億円 0.0

諸収入 2 億 4,551 万 4 千円 △ 29.8
依
存
財
源
（
63
・
１
％
）

譲与税・交付金 14 億 2,410 万円 6.3

地方交付税 58 億 2,020 万円 3.4

国庫支出金 29 億 1,355 万 5 千円 28.7

県支出金 14 億 3,088 万円 2.5

市債 16 億 3,040 万円 16.8

区分 本年度予算額 前年度比（％）

議会費 1 億 5,706 万 7 千円 0.5

総務費 42 億 4,965 万 8 千円 △ 5.5

民生費 59 億 1,338 万 8 千円 5.8

衛生費 19 億 9,243 万 4 千円 △ 4.5

農林水産業費 7 億 2,009 万 1 千円 △ 13.2

商工費 3 億 5,710 万 2 千円 76.6

土木費 21 億 5,831 万 5 千円 9.1

消防費 10 億 216 万 2 千円 4.4

教育費 24 億 8,112 万 8 千円 22.2

災害復旧費 1,000 万３千円 0.0

公債費 17 億 7,192 万 4 千円 1.8

諸支出金 8,672 万８千円 20.5

予備費 3,000 万円 △ 21.7

会　　計　　名 令和８年度 令和７年度 前年度比（％）
一般会計 209億 3,000 万円 201億 9,000 万円 3.7
国民健康保険特別会計 45億 7,000 万円 45億 9,200 万円 △ 0.5
介護保険特別会計 37億 1,600 万円 37億 8,100 万円 △ 1.7
後期高齢者医療特別会計 6億 5,100 万円 ５億 3,400 万円 21.9
水道事業会計 13億 7,179 万 6千円 15億 1,182 万 3千円 △ 9.3
下水道事業会計 15億 627万 5千円 15億 1,877 万 9千円 △ 0.8

合　　　計 327億 4,507 万 1千円 321億 2,760 万 2千円 1.9

令和８年度の各予算

員
会
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新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
新
市
建
設
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
40
年
法

律
第
６
号
）
第
５
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の

　
庁
舎
の
今
後
に
つ
い
て

　
財
政
的
な
問
題
、
行
政
課
題
を
踏
ま
え
て
様
々

な
可
能
性
を
精
査
し
な
が
ら
前
へ
進
め
て
い
き
ま

す
。
現
庁
舎
の
活
用
が
前
提
で
す
が
、
耐
震
診
断

等
を
行
っ
た
上
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
が
５
年
の
延
長
と
な
る
が
、
内
容
の

周
知
に
つ
い
て
。
広
報
活
動
の
今
後
の
取
組
は

　
計
画
書
の
実
行
内
容
を
明
示
す
る
な
ど
、
分
か

り
や
す
く
市
民
へ
情
報
を
伝
え
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
広
報
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
行
方
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
令
和
３
年
法
律
第
19
号
）
第
８
条
第
10
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

　
定
額
タ
ク
シ
ー
運
行
業
務
委
託
料

　
財
源
お
よ
び
運
行
範
囲
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
よ
り
市
外

へ
の
運
行
も
開
始
し
、
料
金
は
２
千
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
外
へ
運
行
す
る
に
は
関

係
団
体
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、
鹿
嶋
・

潮
来
・
鉾
田
の
団
体
に
は
了
解
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
交
渉
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
外
来
水
生
植
物
侵
入
防
止
用
原
材
料
購
入

　
対
象
植
物
と
実
施
内
容
に
つ
い
て

　
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、
５
つ
の
土
地
改
良
区
に

お
い
て
侵
入
を
防
止
す
る
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　
入
学
時
等
支
援
金
・
高
校
生
通
学
支
援
金
支
給
事
業

　
距
離
的
制
限
等
を
設
け
る
検
討
は
行
っ
た
の
か

　
支
援
金
は
３
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
給

要
件
と
し
て
所
得
制
限
や
距
離
な
ど
の
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
学
方
法
に
関
し
て
多
種

多
様
な
交
通
手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
、
高
校
へ
進
学
す
る
方
す
べ
て
に
支
援

を
す
る
予
定
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　
妊
婦
お
よ
び
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
15
歳
（
中
学
生
）

ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
を
対
象
に
、
救
急
時

の
医
療
を
は
じ
め
、
発
達
相
談
や
心
の
相
談
、
産

後
う
つ
な
ど
の
相
談
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
相
談

員
は
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
医
師
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
電
子
図
書
館
構
築
委
託
料
、
電
子
図
書
ラ
イ
セ
ン

ス
使
用
料
、
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　
電
子
図
書
の
具
体
的
な
利
用
方
法
は

　
電
子
図
書
の
利
用
方
法
と
し
て
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
誰
で
も
閲
覧
可
能
な
形
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る

小
中
学
生
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
一
般
向
け
に
は

雑
誌
を
メ
イ
ン
と
し
た
普
及
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
電
子
図
書
の
貸
出
対
象
は
、
市
内
在

住
・
在
勤
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
開
通
イ
ベ
ン
ト
事
業
費

補
助
金

　
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
開
通
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　
国
の
公
表
で
は
、
令
和
８
年
度
全
線
開
通
見
込

み
、
行
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
は
令
和
８
年

半
ば
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
催
イ
ベ
ン
ト
は
、
他

市
で
の
開
催
実
績
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
開
通
に

合
わ
せ
て
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

予
算
編
成

審
の

査



各委員会への 付託が省略された議案

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
池
畠　
正
夫
（
浜
）

　
池
畠
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
11
年

６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
一
条　
善
惠
（
小
幡
）

　
令
和
８
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
一

条
氏
を
、
再
度
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
12
年

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

令和８年第１回行方市議会定例会 補正された予算（令和７年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 15 号
一般会計補正予算

（第８号）

1 億 6,461 万円 減額
（220 億 3,376 万円）

・地域振興施設整備調査設計委託料　/
� △ 3,550 万円
・国民健康保険特別会計繰出金　/
� △ 2,477 万 1 千円
・障害者福祉サービス給付費　/　2,220 万円
・児童手当　/　△ 8,150 万 5 千円
・保育所運営委託料　/　6,225 万 2 千円
・施設型給付費　/　7,728 万 5 千円
・児童扶養手当　/　△ 2,094 万 3 千円
・GIGA スクール構想支援業務委託料　/
� △ 5,100 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第 16 号
国民健康保険特別

会計補正予算
（第２号）

6,617 万 9 千円 
（46 億 5,628 万 8 千円）

・行方市国民健康保険支払準備基金積立金　/
� 6,848 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第 17 号
介護保険特別会計
補正予算（第３号）

5,027 万 8 千円 
（39 億 6,349 万 7 千円）

・介護サービス給付費負担金　/　△ 5,000 万円
・行方市介護給付費準備基金積立金　/
� 1 億 539 万 9 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第 18 号
後期高齢者医療

特別会計補正予算
（第１号）

4,271 万 2 千円 
（5 億 7,671 万 2 千円）

・保険料納付金　/　4,974 万 3 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。
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《市長提出議案》

令和８年第１回行方市議会定例会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

諮問第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 池畠氏を適任である
と答申 ―

議案第 ４ 号 公平委員会委員の選任について 原案同意（全会一致） ―

議案第 ５ 号
行方市職員の給与に関する条例及び行方市一般職の任期付職
員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 ６ 号

行方市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例及び行方市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤
務条件及び職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を
改正する条例について

原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 ７ 号

行方市産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための固定資
産税の特別措置に関する条例及び行方市過疎地域における固
定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 ８ 号 行方市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 ９ 号 行方市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 10 号 行方市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 11 号 行方市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 12 号 行方市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を改正する
条例について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案第 13 号 新市建設計画の変更について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 14 号 行方市過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 15 号 令和７年度行方市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 16 号 令和７年度行方市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 17 号 令和７年度行方市介護保険特別会計補正予算（第３号）につ
いて 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 18 号 令和７年度行方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 19 号 令和８年度行方市一般会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 20 号 令和８年度行方市国民健康保険特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 21 号 令和８年度行方市介護保険特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 22 号 令和８年度行方市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 23 号 令和８年度行方市水道事業会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第 24 号 令和８年度行方市下水道事業会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
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議案は、各常任委員会に付託され審査されました。

令和８年第１回行方市議会臨時会 議案の審議

　
指
定
管
理
者
候
補
者
の
同
様
な
施
設
等
の
運
営

実
績
及
び
施
設
規
模
に
つ
い
て

　
運
営
実
績
と
規
模
で
す
が
、
長
野
県
原
村
「
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
み
の
湯
」。
24
部
屋
の
宿
泊

施
設
で
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、
休
憩
室
、

貸
切
家
族
風
呂
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
８
年
１
月
か
ら
東
京
都
武
蔵
村
山
市
「
村
山

温
泉
か
た
く
り
の
湯
」。
大
浴
場
に
プ
ー
ル
が
つ

い
て
い
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
定
書
に
お
け
る
違
約
金
の
規
定
に
つ
い
て

　
６
か
月
前
ま
で
に
継
続
で
き
な
い
旨
を
申
し
出

た
場
合
、
違
約
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

▼
行
方
市
交
流
宿
泊
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
４

４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
、
同
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

決
を
求
め
る
も
の

１　
管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設

　
　
行
方
市
交
流
宿
泊
施
設

　
　
行
方
市
麻
生
４
１
９
番
地
１

２　
指
定
管
理
者

　
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
‐
８
‐
３

　
　
丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
本
館
20
階

　
　
株
式
会
社
ク
レ
バ
ー
グ
ル
ー
プ

　
　
代
表
取
締
役　
藤
沼　
昇
二
郎�

▼
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」、
天
王
崎
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
及
び
行
方
市
北
浦
荘
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
４

４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
、
同
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

決
を
求
め
る
も
の

１　
管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設

　
⑴
あ
そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」

　
　
　
行
方
市
麻
生
４
２
１
番
地
３

　
⑵
天
王
崎
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
行
方
市
麻
生
４
１
９
番
地
１

　
⑶
行
方
市
北
浦
荘

　
　
　
行
方
市
山
田
１
２
１
番
地

２　
指
定
管
理
者

　
　
東
京
都
港
区
新
橋
二
丁
目
16
番
１
号

　
　
ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
４
３
４
号
室

　
　
行
方
市
温
浴
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
共
同
企
業
体

　
　
代
表
者　
株
式
会
社 

ａ
ｌ　
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ

　
　
代
表
取
締
役　
岡
田　
典
幸

３　
指
定
期
間

　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日

　
　
ま
で

経
済
建
設

員
委

会

３　
指
定
期
間

　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日

　
　
ま
で

　
災
害
時
の
活
用
に
つ
い
て

　
業
務
の
要
求
水
準
書
の
中
で
、
災
害
等
で
市
が

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
指
定
管
理
者
は
こ
れ
を

一
時
的
に
受
け
入
れ
、
市
の
指
示
に
よ
り
防
災
拠

点
と
し
て
の
運
営
、
避
難
所
等
の
対
応
を
す
る
こ

と
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
宿
泊
料
で
は
、施
設
稼
働
率
が
高
く
な
っ

て
も
経
営
の
黒
字
化
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

　
現
在
の
宿
泊
料
で
運
営
し
て
い
く
と
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
利
用
料
の
検

討
、
あ
そ
う
温
泉
白
帆
の
湯
等
と
合
わ
せ
て
指
定

管
理
と
す
る
こ
と
に
よ
り
指
定
管
理
料
の
抑
制
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
附
帯
決
議

　
採
決
終
了
後
、
委
員
よ
り
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ

れ
、
委
員
会
に
お
い
て
「
行
方
市
交
流
宿
泊
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
附
帯
決

議
を
付
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）
に
つ
い
て
）

　
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
に
補
正
（
第
６

号
）
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

▼
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

【
附
帯
決
議
内
容
】

　
行
方
市
が
指
定
管
理
者
の
指
定
を
進
め
る
あ

そ
う
温
泉
「
白
帆
の
湯
」、
天
王
崎
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
及
び
行
方
市
交
流
宿
泊
施
設
は
、
い
ず

れ
も
本
市
の
観
光
振
興
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
施
設
を
個
別
に
管
理

運
営
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
十
分
に

連
携
さ
れ
ず
、
集
客
力
の
最
大
化
や
相
乗
効
果

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
特

に
、
温
浴
施
設
と
交
流
宿
泊
施
設
は
、
利
用
者

の
導
線
や
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
一
体
的
に
指
定
管
理

者
に
す
る
こ
と
で
、
指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫

に
よ
る
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
極
め
て
重
要

と
な
る
。
よ
っ
て
市
に
お
い
て
は
、
三
施
設
の
設

置
目
的
を
最
大
限
に
達
成
す
る
た
め
、
下
記
に

つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１　
指
定
管
理
業
務
の
仕
様
書
及
び
協
定
書
に

お
い
て
は
、
三
施
設
の
連
携
事
業
と
し
て
共
通

予
約
や
導
線
の
整
備
な
ど
、
一
体
的
運
営
を
担

保
す
る
内
容
を
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
。

２　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
三

施
設
を
連
動
さ
せ
た
集
客
施
策
と
し
て
宿
泊
と

温
浴
を
組
み
合
わ
せ
た
滞
在
観
光
の
企
画
提
案

や
一
体
運
営
に
よ
る
地
域
経
済
波
及
策
な
ど
、

一
体
運
営
に
よ
る
相
乗
効
果
を
具
体
的
に
提
案

で
き
る
事
業
者
を
評
価
す
る
選
定
基
準
と
す
る

こ
と
。

３　
管
理
運
営
状
況
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、

施
設
ご
と
の
利
用
者
数
の
み
な
ら
ず
、
市
内
消

費
額
へ
の
波
及
な
ど
、
面
的
な
経
済
効
果
を
把

握
で
き
る
指
標
の
導
入
に
努
め
る
こ
と
。

　議会又は委員会で、審議される議案
の決定に合わせて付け加えられる意見
や要望の決議のことです。
　法的な拘束力はありませんが、議会
又は委員会が決定した内容に付け加え
る形で、意見や改善案を
示すことが出来ます。

議会メモ：
「附帯決議」とは…

予
算
決
算

任
常

委
員
会

令和８年第１回行方市議会臨時会　補正された予算（令和７年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報告第 1 号
一般会計（第６号）

2,379 万 8 千円増額
（215 億 1,208 万 5 千円）・衆議院議員総選挙費　/　2,379 万 8 千円 原案承認

（全会一致）

議案第 3 号
一般会計（第 7 号）

6 億 8,628 万 5 千円増額
（221 億 9,837 万円）

・食料品等価格高騰対策支援金給付事業 /
1 億 9,224 万 5 千円

・物価高対応子育て応援手当事業　/　7,391 万 1 千円
・物価高騰対策プレミアム付商品券事業 /　1 億 8,500 万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決
（全会一致）

《市長提出議案》

令和８年第１回行方市議会臨時会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて ( 令和７年度行方市一
般会計補正予算 ( 第６号 ) について ) 原案承認（全会一致） 予算決算常任委員会

議案第１号 あそう温泉「白帆の湯」、天王崎観光交流センター及び行方
市北浦荘の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案第２号 行方市交流宿泊施設の指定管理者の指定について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会
議案第３号 令和７年度行方市一般会計補正予算 ( 第７号 ) について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
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行方市の情報をスマートフォンやタブレット、パソコンで！

まちの情報をまちの情報を
電子アプリでお届けします電子アプリでお届けします

紙
報
広

紙
報
広 日日

　
常常 し

ら
く

し
ら
く 防防

　
災災

無料 FREE

カタログポケット

Catalog Pocket
「Catalog Pocket」は

まちのさまざまな情報を閲覧できるアプリです。
アプリ上で登録をすれば

プッシュ通知で確実に情報をお届け。
多言語対応＆音声読み上げもできます。

Catalog Pocket
カタポケ ■iPhone ■Android

PC も可無料 FREE
 ※ PC 版はプッシュ通知はありません。

まちのまちの

広報紙広報紙

行方市のコンテンツはこちら▶

※　デジタルブックの配信は発行日の 10日後となります。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。

音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。
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市の考えを問います
一 般 質 問

８名の議員が登壇し、執行部に対し方針等を問いました。
紙面の内容は、質問・答弁共に議員自らが要約・執筆、寄稿したものを掲載しています。

２月 26 日（４議員）
髙橋　正信　……………………… 15 ページ
　１．地域医療
　２．農地の活用状況
　３．防災対策

髙野　市郎　……………………… 16 ページ
　１．人口減少
　２．市有財産の処分
　３．霞ケ浦ふれあいランド再生整備事業について
　４．前川排水区雨水整備事業
　５．市道（麻）１-17 号線

栗原　繁　………………………… 16 ページ
　１．ふるさと応援寄附金
　２．行政業務のデジタル化
　３．なめがたエリアテレビ

鈴木　義浩　……………………… 17 ページ
　１．行方市の財政健全化と今後の財政運営について

２月 24 日（４議員）
髙木　正　………………………… 13 ページ
　１．市民生活本位の行政の確立、自立、対応への指

針を問う

宮嵜　和洋　……………………… 14 ページ
　１．市長の公約の「初年度 100 日アクション」の進

捗の確認

伊勢山　仙寿　…………………… 14 ページ
　１．農業政策について
　２．少子化対策（出生・子育て支援）について
　３．光ファイバー網の活用について
　４．交通政策について

阿部　孝太郎　…………………… 15 ページ
　１．未来への投資と持続可能な財政運営について（令

和８年度予算）

髙木　正 議員

市
民
生
活
本
位
の
行
政
の
確

立
、
自
立
、
対
応
へ
の
指
針

を
問
う

問　
合
併
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
総

括
的
検
証
を
し
、
市
民
生
活
本
位
の
為

の
行
政
の
自
立
と
確
立
、
対
応
へ
の
指

針
を
求
め
、少
子
高
齢
化
、過
疎
対
策
、

財
政
の
自
立
お
よ
び
地
域
力
の
醸
成
に

つ
い
て
問
う

答　
市
長　
教
育
・
医
療
・
雇
用
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域

経
営
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問　
持
続
可
能
な
自
治
体
の
醸
成
の
た

め
に
は
物
理
的
、
人
的
、
財
政
的
に
は

最
早
限
界
で
あ
る
。
財
政
の
効
率
、
健

全
化
に
は
、
行
政
の
広
域
化
し
か
な
い

と
思
う
必
然
的
方
向
性
へ
の
考
え
方
を

問
う

答　
市
長　
共
同
化
で
き
る
体
制
を
取

れ
る
関
係
を
近
隣
の
首
長
同
士
が
常
に

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

問　
財
政
の
脆
弱
性
に
対
す
る
、
こ
れ

か
ら
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
を
問
う
。

国
は
防
衛
予
算
の
拡
充
の
考
え
で
あ

り
、
行
方
市
は
百
里
基
地
の
周
辺
市
町

村
と
し
て
騒
音
等
に
つ
い
て
国
の
補
償

対
象
地
域
と
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
に

予
算
の
増
額
を
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
か

答　
市
長　
米
軍
再
編
関
係
の
交
付
金

に
つ
い
て
は
、時
限
的
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
現
在
10
億
円

と
い
う
目
標
だ
が
、
倍
額
の
20
億
円
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ

の
営
業
努
力
を
期
待
す
る

答　
市
長　
全
国
へ
行
方
市
の
Ｐ
Ｒ
を

お
こ
な
い
な
が
ら
財
源
確
保
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

問　
今
、
行
方
市
は
来
年
の
東
関
東
自

動
車
道
の
全
線
開
通
を
控
え
、
大
き
な

転
換
期
と
な
っ
て
い
る
。
首
都
圏
か
ら

70
㎞
し
か
な
い
地
区
で
あ
る
の
に
未
開

発
地
域
で
あ
る
。
今
後
の
行
方
市
を
ど

の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
方
向
性
を
問
う

答　
副
市
長　
行
方
市
単
独
で
の
取
組

み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
県
と
の
実

効
性
あ
る
連
携
等
も
含
め
て
、
関
係
強

化
に
努
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
県
の
情
報
の
把
握
、
連
絡
調
整
の

ほ
か
金
融
機
関
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

等
と
も
協
議
を
お
こ
な
い
、
実
効
性
あ

る
検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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市
長
の
公
約
の
「
初
年
度

１
０
０
日
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

進
捗
の
確
認

問　
公
約
の
初
年
度
１
０
０
日
ア
ク

シ
ョ
ン
の
進
捗
は

答　
市
長　
公
約
の
理
念
は
堅
持
し
つ

つ
、
実
施
時
期
や
手
法
に
つ
い
て
は
段

階
的
・
戦
略
的
に
進
め
る
方
針
で
い
ま

す
。

問　
「
農
業
×
商
工
×
水
産
」
三
部
局

横
断
チ
ー
ム
と
事
業
者
会
議
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ル
は
ど
こ
に
設
け

て
お
り
、
い
つ
達
成
す
る
の
か
。
今
年

１
月
と
い
う
中
途
半
端
な
時
期
に
組
織

改
編
を
強
行
し
現
場
を
混
乱
さ
せ
市
長

の
方
針
に
合
わ
せ
た
の
だ
か
ら
、
目
に

見
え
る
成
果
を
上
げ
る
べ
き
で
は

答　
市
長　
ゴ
ー
ル
と
い
う
の
は
特
に

設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
度
途

中
の
異
動
が
混
乱
を
与
え
た
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問　
後
継
者
・
新
規
就
農
マ
ッ
チ
ン
グ

窓
口
の
常
設
に
つ
い
て

答　
市
長　
令
和
８
年
度
当
初
か
ら
窓

口
の
常
設
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
機
械
バ
ン
ク
の
試
行
開
始
に
つ
い

て答　
経
済
部
長　
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ

形
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

答　
市
長　
令
和
８
年
度
に
は
制
度
化

し
ス
タ
ー
ト
し
て
、
よ
り
よ
い
形
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
北
浦
複
合
団
地
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
業

種
・
優
遇
メ
ニ
ュ
ー
の
公
開
に
つ
い
て

答　
市
長　
地
元
雇
用
の
創
出
や
交
流

人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
幅
広
い
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

製
造
業
を
第
一
に
優
先
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
霞
ヶ
浦
・
北
浦
再
生
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
計（
資
金
メ
ド：国・県
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
）
と
公
約
に

あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
資
金
メ
ド
の
補

助
金
や
助
成
金
は
何
か

答　
市
長　
国
・
県
等
の
補
助
を
活
用

し
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
補
助
等
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
い
う
意
味
で
書
か
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
環
境
系
の
補

助
事
業
も
、
多
分
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
調
査
し
て
、
一
般

の
皆
さ
ん
に
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
形
に
し
た
い
で
す
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問　
農
業
者
の
７
割
も
継
承
者
が
決

ま
っ
て
い
な
い
事
に
つ
い
て

答　
経
済
部
長　
７
割
と
は
地
域
計
画

を
つ
く
る
段
階
で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
数
字
か
と
思
い
ま
す
。
儲
か
る
農
業

ま
で
い
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
若

者
の
農
業
離
れ
が
進
ん
で
い
る
の
か
と

思
い
ま
す
。
新
規
就
農
な
ど
に
助
成
を

行
う
こ
と
や
、
現
在
の
担
い
手
に
対
し

て
の
助
成
制
度
を
う
ま
く
使
い
な
が

ら
、
農
業
者
の
確
保
な
ど
を
強
く
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
離
農
者
の
農
地
管
理
に
つ
い
て

答　
経
済
部
長　
農
業
協
同
組
合
や
生

産
組
合
、
出
荷
組
合
な
ど
か
ら
話
を
聞

け
る
場
や
離
農
の
意
向
が
発
生
し
た
と

き
に
土
地
利
用
の
相
談
窓
口
と
い
っ
た

も
の
を
設
け
ら
れ
な
い
か
考
え
て
い
き

ま
す
。

問　
高
齢
で
離
農
が
進
ん
だ
場
合
、

安
定
的
に
集
荷
で
き
な
く
な
る
と
の

不
安
の
声
を
聴
い
た
。
そ
の
対
策
は

答　
経
済
部
長　
一
つ
の
作
物
を
周
辺

の
方
々
と
生
産
し
て
い
る
中
で
離
農
さ

れ
る
方
が
い
る
と
出
荷
が
ま
ま
な
ら
な

い
お
話
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
部
会
な
ど
で
話

し
合
い
の
場
が
出
来
れ
ば
良
い
で
す

が
、
市
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等

が
相
談
の
受
皿
と
な
れ
る
よ
う
、
普
段

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
活
用
に

つ
い
て

問　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う

答　
総
務
部
長　

本
市
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
は
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
構
成
に
よ
り
災
害
時
の

強
靭
性
を
保
有
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

こ
れ
ら
の
特
性
を
生
か
し
て
、
防
災
対

応
型
エ
リ
ア
放
送
だ
け
で
な
く
、防
災・

防
犯
（
カ
メ
ラ
）
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
行

政
の
Ｄ
Ｘ
・
業
務
の
効
率
化
、
遠
隔
窓

口
、
例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
の
手
続
き
な

ど
へ
活
用
拡
大
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
よ

り
民
間
や
地
域
の
連
携
の
ほ
か
、
全
て

の
市
民
が
平
等
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
基
盤
と
し
て
発
展
・
活
用
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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未
来
へ
の
投
資
と
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
つ
い
て
（
令

和
８
年
度
予
算
）

問　
予
算
の
概
要
と
歳
入
歳
出
の
バ
ラ

ン
ス
、
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

答　
市
長　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
を
抑
制
し
な

が
ら
、
財
政
調
整
基
金
の
恒
常
的
な
取

崩
し
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
起
債
発

行
に
つ
い
て
も
償
還
計
画
を
踏
ま
え
た

計
画
的
な
活
用
に
努
め
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
減
額
の
原
因
は

答　
企
画
部
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

有
利
な
財
源
で
あ
り
、
市
で
も
市
の
特

産
品
を
活
用
し
た
取
組
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
直
近
２
年
で
は
、
約
10
億
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
状
況
を
見

る
と
、
国
の
制
度
の
厳
格
化
や
ポ
イ
ン

ト
の
廃
止
に
よ
り
、
か
な
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
市

に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
財
源
で
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

充
、
地
域
医
療
の
拡
充
に
関
す
る
予
算

配
分
は

答　
市
長　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病

院
機
能
の
回
復
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
様
々
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
予
算

を
計
上
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会

お
よ
び
市
民
の
皆
様
に
説
明
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
小
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
整
備

事
業
の
内
容
は

答　
教
育
部
長　
学
校
体
育
館
の
空
調

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
に
市
内
す

べ
て
の
小
学
校
体
育
館
へ
空
調
設
備
を

整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
を

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、

令
和
９
年
度
に
小
学
校
４
校
を
一
括
し

て
工
事
を
進
め
る
予
定
で
す
。
学
校
ご

と
に
整
備
時
期
の
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、
こ
の
よ
う
な
進
め
方
と
し
て
お
り

ま
す
。
財
源
は
、
文
部
科
学
省
の
空
調

設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
を
利
用
す

る
予
定
で
す
。

地
域
医
療

問　
２
０
１
１
年
４
月
よ
り
救
急
車
の

基
準
が
緩
和
さ
れ
、
狭
隘
道
路
の
多
い

地
域
や
山
間
地
域
に
お
い
て
軽
救
急
車

の
導
入
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
実
態
調
査
を
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
に
応
じ
て
軽
救
急
車
の
導
入

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

答　
総
務
部
長　
行
方
消
防
署
の
対
応

と
し
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
消
防
車

と
小
型
車
両
の
２
台
体
制
で
対
応
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
市
と
し
て
も
、
鹿

行
広
域
消
防
本
部
や
県
な
ど
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援
を

伺
う

答　
市
民
福
祉
部
長　
人
工
呼
吸
器
の

装
着
や
た
ん
吸
引
を
必
要
と
し
て
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
く
医
療
的
ケ
ア
児
は

４
名
把
握
し
て
い
ま
す
。
市
外
の
学
校

へ
通
学
ま
た
は
自
宅
へ
訪
問
す
る
訪
問

教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
別
児
童

扶
養
手
当
や
障
害
児
福
祉
手
当
の
支

給
、
車
椅
子
等
の
補
装
具
や
ベ
ッ
ド
、

紙
お
む
つ
等
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
給

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
訪
問
看
護
や
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
ご
家
族
に
対
す
る

レ
ス
パ
イ
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
活
用
状
況

問　
遊
休
農
地
が
４
３
５
７
筆
４
１
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
か
な
り
の
面
積
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
農
地
の
復
元
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
の
対
応
が
大
事
だ
。
意

識
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か

答　
経
済
部
長　
農
地
バ
ン
ク
制
度
に

お
い
て
の
10
年
以
上
と
い
う
交
付
要
件

を
満
た
し
て
い
る
農
地
の
貸
し
付
け
の

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
の
単
独
助

成
事
業
、
耕
作
放
棄
地
再
生
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
10
筆
２
・

０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
２
０
４
万
円
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
に
３
件
０・
７
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。

問　
農
地
の
保
全
、
活
用
に
対
し
て
市

長
よ
り
所
見
を
伺
う

答　
市
長　
耕
作
放
棄
地
の
問
題
、
あ

る
い
は
担
い
手
不
足
の
問
題
、
あ
ら
ゆ

る
問
題
を
解
消
し
な
が
ら
、
行
方
市
の

農
業
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
よ
う

農
業
者
と
と
も
に
進
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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人
口
減
少

問　
人
口
減
少
に
つ
い
て

答　
市
長　
本
市
の
人
口
は
長
期
的
に

も
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
今
後
も

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

人
口
の
流
出
を
抑
制
し
流
入
を
促
進
す

る
施
策
、
子
育
て
支
援
を
強
化
し
、
出

生
数
の
下
支
え
を
図
る
施
策
、
人
口
減

少
前
提
に
持
続
可
能
な
ま
ち
を
構
築
す

る
施
策
等
を
総
合
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
10
年
後
の
人
口
は
ど
の
く
ら
い
か

答　
企
画
部
長　
令
和
17
年
の
本
市
の

人
口
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
２
万
５
千
人
弱
の
推

計
値
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
有
財
産
の
処
分

問　
市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

答　
市
長　
住
居
用
地
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再

生
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整

備
事
業
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

答　
企
画
部
長　
設
計
・
建
設
対
価
と

維
持
管
理
・
運
営
対
価
を
合
わ
せ
た
限

度
額
19
億
１
千
万
円
と
す
る
債
務
負
担

行
為
の
設
定
を
令
和
２
年
３
月
議
会
で

ご
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　
違
約
金
を
払
っ
て
で
も
閉
園
の
価

値
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か

答　
企
画
部
長　
総
合
的
な
事
を
勘
案
し

な
い
と
閉
園
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

前
川
排
水
区
雨
水
整
備
事
業

問　
前
川
排
水
区
雨
水
整
備
事
業
の
目

的
は

答　
建
設
部
長　
浸
水
被
害
の
解
消
お

よ
び
現
況
水
路
の
機
能
回
復
を
図
る
た

め
、
麻
生
公
民
館
側
を
上
流
に
前
川
を

下
流
側
と
し
た
総
延
長
１
１
２
５
メ
ー

ト
ル
の
排
水
路
整
備
事
業
で
す
。

市
道
（
麻
）
１
‐
17
号
線

問　
市
道
（
麻
）
１
‐
17
号
線
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
令
和
８
年
度
に
は
東

関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
開
通
に
合
わ

せ
、
潮
来
行
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
整
備
と
安
全
対
策
工
事
を
進
め
る
予

定
で
す
。

問　
前
川
排
水
区
整
備
事
業
の
中
で
市

道
（
麻
）
１
‐
17
号
線
を
利
用
し
た
排

水
分
流
は

答　
建
設
部
長　
現
在
の
国
道
３
５
５

号
線
下
に
下
水
道
管
な
ど
が
あ
り
堤
脚

水
路
に
新
た
な
排
水
設
備
を
接
続
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
の
自

主
財
源
と
し
て
の
捉
え
方

答　
市
長　
自
主
財
源
と
し
て
有
利
な

財
源
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
将
来
的
に
永
続
的
な
安

定
し
た
財
源
と
い
う
に
は
、
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
寄
附
金
を
集
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
国
の
規
制
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
返
礼
品
の
活
用
が
縮
小
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
問

題
点
、課
題
も
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
埋
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
縮
小
幅
を
限
り
な
く
狭
く
し
な

が
ら
、
行
方
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

財
源
と
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
鋭
意
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

問　
行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
活
用

事
例
と
今
後
の
展
開

答　
市
長　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
基
盤
整
備
で
あ
り
、
単

な
る
Ｉ
Ｔ
化
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
持
続
可
能
な

行
政
経
営
の
両
立
を
図
る
た
め
の
改
革

で
あ
り
、
そ
の
推
進
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
は

じ
め
、行
政
内
部
業
務
の
効
率
化
、デ
ー

タ
活
用
に
よ
る
政
策
高
度
化
を
念
頭
に

引
き
続
き
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
適

宜
、
適
切
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
高
齢
者

等
へ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強
化
、
職
員
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
、
シ
ス
テ
ム
標
準

化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
課
題
も
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
市
民
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現
す

る
た
め
、
対
面
サ
ー
ビ
ス
と
の
適
切
な

併
用
を
図
り
な
が
ら
、
丁
寧
な
支
援
体

制
に
つ
い
て
も
併
せ
て
構
築
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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一般質問
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行
方
市
の
財
政
健
全
化
と
今

後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
行
方
市
の
財
政
健
全
化
と
今
後
の

財
政
運
営
に
つ
い
て

答　
市
長　
法
律
上
は
健
全
な
水
準
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
物
価
高
の
長
期
化
に

加
え
、
少
子
化
、
高
齢
化
の
急
激
な
進

行
と
人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
な
ど
の

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
将
来
を
見
据

え
れ
ば
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
お
い
て
も
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の

構
造
的
な
見
直
し
を
進
め
、
さ
ら
に
中

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
企
業
誘
致
促

進
の
た
め
の
補
助
金
の
拡
充
や
税
制
優

遇
措
置
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
、
移
住
定
住
促
進
の
た
め
の
補
助

や
住
環
境
の
整
備
、
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
、
公
共
交

通
網
の
構
築
、
農
畜
水
産
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
や
生
産
性
向
上
に
資
す

る
支
援
な
ど
、
過
疎
抑
制
施
策
と
快
適

で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
積
極

予
算
の
措
置
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
市
政
運
営

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
物
価
高
騰
に
よ
る
労
働
単
価
上
昇

へ
の
対
応
お
よ
び
公
共
事
業
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
す
る
た
め
、
コ
ス

ト
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
予
算
へ
反
映

さ
せ
た
の
か

答　
総
務
部
長　
前
年
度
比
で
人
件
費

が
９
６
０
０
万
円
、
委
託
料
と
し
て
約

１
億
５
５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
影
響
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
現
在
の
経
済
情
勢
を
考
慮

し
た
場
合
、
予
算
総
額
を
抑
え
る
こ
と

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
自
主
財
源
の
確
保
や
事
業
評
価
な

ど
に
伴
う
事
務
内
容
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
事
業
の
選
択
と
集
中
に
、
今
後
も

継
続
的
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
る

安
定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ

これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」
にて、生中継しています。

　インターネット（パソコン、ス
マホ）では、録画中継をしています。
　現在、平成 31 年第１回定例会か
ら令和７年第４回定例会までがご
覧になれます。
　令和８年第１回臨時会、第１回
定例会も公開しています。
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広報委員会を代表して、鈴木　裕委員長（右）から
宮内　守議長（左）へ「市民の声」を提出しました。

議会トピックス

群馬県太田市議会
市民ファーストの会（３名）

期　　日：令和８年１月 14 日
視察内容：なめがたファーマーズヴィレッジ
　　　　　（廃校活用）について

行方市に視察に来訪されました

期　　日：令和８年１月 16 日
場　　所：行方市役所玉造庁舎
　　　　　第１会議室
演　　題：2026 年の世界と日本経済の行方
講　　師：武者 陵司　氏

令和７年度議員研修会を開催しました

　毎号の議会だよりに掲載している「市民の声」
（令和７年５月発行分～令和８年２月発行分）
を、広報委員会から議長へ提出しました。
　この「市民の声」は、議長から各委員会の委
員長へと伝え、今後の委員会活動に活かされま
す。

広報委員会から議長へ「市民の声」を提出しました
� 期日：３月 19日　　委員長：鈴木　裕



委員会レポート

予算決算常任委員会
� 期日：１月７日～８日　　委員長：阿部　孝太郎

■地方財政制度の概要及び令和８年度地方財政対策について 及び 過疎対策事業債の制度・現
状及び事例紹介について（衆議院第二議員会館）
　総務省自治財政局財務調査課より講師を招き研修を行いました。「地
方財政制度の概要及び令和８年度地方財政対策について」は、国の施
策の方向性や具体的内容の説明を受けました。地方財政は社会保障費
の増加やインフラ老朽化など多くの課題に直面する一方、交付税や有
利な地方債措置により下支えされていることを再認識しました。本市
においても、防災対策や地域経済活性化策などに積極的に活用するこ
とで、将来を見据えた持続可能な財政運営につなげていくことが重要
であると感じました。「過疎対策事業債の制度・現状及び事例紹介について」は、対象事業の内容や制度
を活用する際の留意点などの説明を受けました。過疎対策事業債は、財政基盤の弱い自治体にとって極め
て有効な財源であり、ハード・ソフトの両面から地域課題に対応できる柔軟性を有していると感じました。

■ＡＩがもたらす未来　～人工知能の現在とこれからの社会～（全国市議会議長会主催）
　講演では、生成AI の現況として、囲碁などで人間を圧倒する能力
がある一方、企業等での導入は限定的である現状が示されました。代
表例としてChatGPT が紹介され、誤情報を生む「ハルシネーション」
の問題が指摘され、内容の検証が重要とされました。活用法としては、
アイデア出しや文章のブラッシュアップに有効であり、人間とAI が
共同で作業する形が望ましいとされました。生成AI の行政事務効率
化の可能性とリスクを学び、適切な運用ルールとスキル向上が必要で
あると感じました。

行政視察報告

行方市議会運営委員会
� 期日：１月 26日～ 27日　　委員長：土子　浩正

■議会改革の取組及び議会のＩＣＴ化について（沖縄県糸満市）
　糸満市議会は、市政に多様な市民の意思を反映させる目的で「公平、
公正かつ真摯な議論」を基本理念とし、令和 2年 3月に議会基本条例
を制定しました。この条例は議会運営の最高規範であり、議会改革を
進める上で重要ですが、運用の課題となっていました。現在、一議会
改革調査特別委員会で調査・検証を行っている状況でありました。ま
た、議会の ICT 化については、コロナ禍での人との接触回避や沖縄
県内でのタブレット利用状況を踏まえ、ペーパーレス会議の推進が決
定されました。この取り組みは紙資料削減や執行部とのペーパーレス
化促進に加え、議員の意識改革にもつながったようでした。

■議会改革の取組及び議会のＩＣＴ化について（沖縄県南風原町）
　南風原町議会基本条例に基づき、政務活動費の交付に関する条例の
制定や委員会における情報通信機器の試行使用基準の制定など、様々
な取り組みを行ってきました。令和 5年 5月には議会運営委員会で
条例の目的達成状況を検討し、議会活性化調査特別委員会を設置して
検証作業を現在も行っていました。また、議会の ICT 化については
令和 3年 12 月の議員による検討要望書を契機に、議会・議場の環境
改善や議会基本条例の運用改善が諮問され、令和 5年 5月にタブレッ
ト導入が決定しました。ペーパーレス化により紙資源や印刷経費削減
などの直接的効果のほか、資料持ち運び軽減や閲覧可能な情報の拡充、議員活動の迅速化といった間接
的効果を実現しています。全ての議員が常に議会基本条例の基、議会の役割を不断に追及し、精力的に
議会改革に取り組んでいる様子がうかがえました。
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の
り
よ
だ
会
議

を
想
感
ご
・
見
意
ご

。
す
ま
り
お
て
し
ち
待
お

１月
　 ７ 日～ ８ 日　予算決算常任委員会行政視察
　 ９ 日	 広報委員会
　14 日	 行政視察受入（群馬県太田市）
　16 日	 議員研修会
　21 日	 議会運営委員会　全員協議会
　26 日～ 27 日　議会運営委員会行政視察
　30 日	 議会運営委員会
	 第１回臨時会
	 経済建設委員会　予算決算常任委員会
	 全員協議会
２月 
　 ５ 日	 百里基地・茨城空港対策特別委員会
　 ９ 日	 議会運営委員会
　10 日	 全員協議会
　19 日	 議会運営委員会
	 令和８年第１回定例会（開会）
	 広報委員会
　24 日	 本会議（一般質問）
	 議会運営委員会
　26 日	 本会議（一般質問）
	 議会運営委員会　全員協議会
３月
　 ２ 日	 本会議
	 議会運営委員会　全員協議会
　 ３ 日	 総務委員会
　 ４ 日	 教育厚生委員会
　 ６ 日	 経済建設委員会
　 ９ 日	 予算決算常任委員会
　11 日～ 12 日　予算決算常任委員会
　13 日	 予算決算常任委員会　全員協議会
　19 日	 議会運営委員会
	 令和８年第１回定例会（閉会）
	 全員協議会

　　行方市議会情報を、市公式
ホームページに掲載しています。
ホームページでは、過去の市議会だよ
りも見ることができます。

（https://www.city.namegata.ibaraki.jp/）

広報委員会
委 員 長　鈴　木　　　裕
副委員長　宮　嵜　和　洋
委　　員　岡　田　晴　雄
　　〃　　　貝　塚　俊　幸
　　〃　　　阿　部　孝太郎
　　〃　　　髙　野　市　郎

次の定例会は　「令和８年　第２回　定例会」
６月 1 日（月）　開会の予定です。

〇詳細は、市議会ホームページでご案内しています。

　（https://www.city.namegata.
ibaraki.jp/page/dir000067.html）

〇ご不明な点は、議会事務局（☎ 0299-
　55-0111）へお問い合わせください。

～議会日誌 ～議 会 ト ピ ッ ク ス
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皆様のご意見は各委員会に伝え、
今後の市政へと活かしていきます！

　当該交差点の信号機は支線側の車の有無にかかわら
ず、青黄赤を繰返している状況である。本線が赤信号
の時の支線からの交差点への進入車が有ったり無かっ
たりしている。特に本線が赤で停止中に支線からの進
入車が、1 台もない時が結構あり『相互交通』の良さ
が出ていない。この状態では信号無視車が出てしまう
ので、当局には感知式信号機の設置を願うのは私以外
にもいると思う。� （60 代男性）

　このまちで暮らし続けたい気持ちはありますが、仕
事の選択肢や子育て環境を考えると、将来に不安を感
じることもあります。周りでも進学や就職を機に地元
を離れる人が多く、このままでいいのかと感じる場面
があります。日々の生活でも、買い物や医療、移動の
面で不便さを感じることがあり、将来への不安につな
がっています。若い世代が安心して暮らし続けられる
環境づくりを進め、地元に残りたいと思えるまちになっ
てほしいです。� （30 代女性）

ちょっとひと言!!

市民の声

国道 355 号線の歩道（R8. ４月上旬撮影）

国道 355 号線麻生中学校行き交差点について
地元に残りたいと思えるまちへ

　玉造地区の中学生の通学手段はスクールバスの運行
がないので、自転車通学が唯一の通学手段です。国道
355 号線、354 号線の歩道を利用し通学をしています
が、その歩道は雑草だらけで樹木も繁っており避けなが
ら通学をしています。生徒たちが大変苦労しています。
市民も歩道に雑草だらけの通学に支障をきたしている
と分かっていますが、なかなか声を上げられません。役
所、教育委員会でも定期的に巡回し、道路管理者へ維
持管理の徹底をして頂けるよう要望し、通学環境を良く
して事故の未然防止をして下さい。� （50 代女性）

安全な通学環境整備を


